城陽市公募型指名競争入札参加表明書（配置技術者等事後審査用）
令和 　　年（ 　　　　年） 　　月　　 日
城陽市長　 様 
住 所 

商号又は名称 

代表者氏名 　　　　　　　　　　　 
城陽市においてお知らせのありました下記の案件の契約に係る公募型指名競争入札に参加を希望したく参加を表明します。 

なお、本表明書のすべての記載事項は事実と相違ないこと及び落札した場合は当該工事で必要な現場代理人及び技術者を配置することを誓約します。
	工事名 
	

	入札日 
	令和      年（        年）     月     日 

	建設業の許可 
	工事の種類 
	許可区分 特定 ・ 一般 

	経審点数 
	工事の種類 
	総合評点 


（備考） 
１．落札者は「経歴書」、「監理技術者資格者証（両面）の写し（監理技術者の配置を求めている場合）」または「施工管理技士・建築士等国家資格者証の写し（実務経験者を技術者とする場合は、実務経験を確認できる経歴書（任意様式））」、「現場代理人及び配置技術者の雇用関係を確認できる書類」を添付し、「現場代理人及び主任技術者・監理技術者選任届」を落札決定後５開庁日以内に契約担当課にメールまたは持参により提出し、契約担当課による技術者等の資格確認を受けなければならない。
　メール提出先：nyusatsu-keiyaku@city.joyo.lg.jp
　メールの件名：技術者等選任届（○○工事）　※実際に受注する工事名を記載すること
２．配置技術者及び現場代理人は、請負者が直接的かつ恒常的な雇用関係（入札参加表明の日以前に３箇月以上の雇用関係があること。）にある者を選任し、自社での直接的かつ恒常的雇用を証明する書類を添付すること。（記号・番号等が判別できないようにマスキング（塗り潰し等）すること）。対象となる書類は市ＨＰの　事業者向け > 入札・契約 > 城陽市 > 入札に関するお知らせに　掲載しております「技術者等の直接的かつ恒常的雇用関係の確認書類について」を参照してください。
※監理技術者資格者証を提出した場合、または配置技術者が代表者である場合は、技術者に係る雇用関係を確認できる書類は提出不要。配置技術者が現場代理人を兼務する場合は、1部でよい。
３．建設業許可及び配置予定（主任・監理）技術者の資格については、当該工事を施工するにあたり必要な許可・資格でなければならない。 

４．届出した配置技術者及び現場代理人を変更できる場合は、病気、死亡、退職等極めて特別な場合に限る。
５．条件を満たせば、監理技術者、主任技術者、現場代理人の兼務が可能となる場合があります。
※詳細は市HPの　事業者向け > 入札・契約 > 城陽市 > 入札に関するお知らせに > 建設工事関係　掲載しております「建設工事と技術者の配置について」をご確認ください。
※監理技術者の兼務については、両現場での監理技術者補佐の配置が必須となり、落札後、技術者選任届と併せて監理技術者兼務届を提出する必要がありますのでご注意ください。

 ※現場代理人の兼務については、両現場での連絡員の配置が必須となり、落札後、技術者選任届と併せて現場代理人兼務届兼連絡員配置届を提出する必要がありますのでご注意ください。
６．落札者が、当該工事の技術者等の資格要件を満たした技術者等を配置できない場合は、契約締結を行わず、城陽市競争入札等参加者の指名停止に関する規則に基づき指名停止（12月）とする。
